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 第 2 章「グアムにおけるアメリカ植民地主義の展開―多文化化、軍事化、アメリカ化―」
は、アメリカによる植民地支配の社会的・文化的な影響という観点から、歴史研究と統計
データに依拠しつつグアムの過去と現在を概観している。 













 第 3 節は、第 2 次世界大戦を契機とする社会の軍事化に焦点を当て、土地接収と基地建
設によって形成された基地依存経済のなかで、米軍と基地が人びとの生活を包摂し、アイ
デンティティの拠り所ともなってきたということを明らかにしている。 


































 第 4 章「チャモロ・アイデンティティの諸相」は、チャモロ・ナショナリズムやチャモ
ロ・ルネサンス以後のチャモロ人のアイデンティティの変容を考察している。 


















 第 5 章から第 7 章にかけては、チャモロ・ナショナリズムを中心とするチャモロ人の社
会運動の展開とその帰結を考察する。 





















 第 4 節は、グアムのマスメディアがチャモロ人やグアムのイメージを形成し、それらが
チャモロ人の思考やアイデンティティにどのような影響をおよぼしてきたかを、OPI-R の
メンバーが批判的に考察してきたということを明らかにしている。 

















































































 第 7 章「先住民の土地権―チャモロ土地信託法とグアム先祖伝来地法―」は、グアムの
土地問題をめぐる動きを整理し、チャモロ人の土地権を確立する法制度が整備されるなか
で、どのように歴史的不正義が認識されてきたかを明らかにしている。 
 第 1 節は、チャモロ土地信託法（CLTA）を取り上げ、1970 年代の成立過程や 1990 年
代の実施過程において、同法の起草者や実行要求者の活動や言論を分析している。同法は、























かしそれだけではない。土地賠償請求運動はもちろんのこと、CLTA と GALA にも、歴史




 第 8 章と第 9 章は、チャモロ人の権利や運動に批判的な動きを取り上げ、グアムにおけ
るカラーブラインド・イデオロギーの浸透を明らかにしている。 











 第 2 節はグアムの脱植民地化を望む人びとのあいだでも、自己決定の主体に関して見解
の相違があることを指摘している。国際法の分野でも、非自治地域人民によるものと先住
 13 
民によるものの 2 つの関係性が議論されてきた。 












































年代末以降、とくに 2000 年のライス判決以降は、司法関係者によって CLTA の合憲性を
疑問視する見解が表明されていく。 
 第 3 節はグアム住民による CLTA 批判に焦点を当てている。とくに 2000 年代の白人系
住民のデイヴ・デイヴィスらによる提訴に向けた動きは、CLT の土地における開発計画を
中止に追い込むなど効果を発揮してきた。 



































 第 4 に、カラーブラインド・イデオロギーのなかで主張されていることに抵抗する人び
とや理解がおよばない人びとを、国民統合のなかで何らかの形で排除する。グアムではお
もにチャモロ人によってではなく、非チャモロ人によってチャモロ人の保留地を設置する
という案が出されてきた。「チャモロ人のみの住民投票」にこだわるのなら、アメリカ・イ
ンディアンの部族が有するような保留地で好きにしろというわけである。 
 そして、チャモロ・アイデンティティやチャモロ・ナショナリズムについても本論文で
は考察してきた。そのなかで明らかになったのは以下のことである。チャモロ人の権利主
張の根底には、チャモロ人こそがアメリカの植民地主義の影響を被ってきたということが
ある。自己決定の主体がチャモロ人とされるのは、彼らが自己決定や主権を奪われてきた
から、つまり植民地主義の継続によってさまざまな被害を受けてきたからにほかならない。
世界中で現れている先住民運動を含めた歴史的不正義を問い直す動きのなかに、グアムの
チャモロ人の脱植民地化と先住権の主張も位置づけられる。しかしその歴史的不正義がど
のように対処されるかは、新啓蒙主義道徳と呼ばれるものがグアムとアメリカあるいはチ
ャモロ人と非チャモロ人とのあいだでどのように生じていくかにかかっている。 
 また、批判的多文化主義はアメリカのレイシズムを論じるなかで生まれたものである。
とりわけ新しいレイシズム、文化的レイシズム、カラーブラインド・レイシズムといわれ
るものを考察するうえで非常に示唆的な議論である。その一方で、植民地主義や歴史的不
正義については、これまでの批判的多文化主義の議論はほとんど対象としてこなかった。
それゆえ、本論文で取り組んだカラーブラインド・イデオロギーに関する考察を、批判的
多文化主義に取り込むことは意義のあることといえる。先住民や被植民者、あるいはナシ
ョナル・マイノリティを抱える国における植民地主義やレイシズムを論じるうえで、欠か
すことのできない理論的視座である。 
